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安田淳一郎

(名古屋大学高等教育研究セン歩一)

誕のような若輩者が経験豊富な皆様に串し上げられることは大変少ないのですが?若手からの率

直な意見として受け止めて頂きますと幸甚です.

私からコメントを差し上げるにあたりましてう私は本研究会の若手参加者ほぽ全てから f若手と

して期待するものj を一人一人盟き重りいたしました.ここで、はう私たちの意見を一つにまとめた

ものを皆様にお訴えしたいと患います.それはう 「科学教育の窃究者をどのように養成するか」と

いうことについて皆様に議論をして頂きたいヲということです.以下ではうこの提案に至った背景か

ら)1震にご説明をさせて頂きます.

これは私的な見解ですがう本研究会の参加者iこは科学教育の実接者が多くラそれぞれの教員方が

自身の教育経験を述べ合うに止まっているのではないか?と毛ムは感じています.本研究会で交わさ

れましたう先生方の教青実践に基づいた経験的知識はう経験豊富主教員方にとってはご岳身の文脈

に合わせて捉えることができると患いますがう告らの文理~を;まとんど持たない若手参加者にとって

は系統的に受け取ることが困難であるように思えます.それゆえ?このままで、は本研究会で、せっか

く共有された矢口晃が体系記されう継承されてし¥埼玉ないのではないかヲと私は危娯しています.

この問題を解決するためにラ私が重要と考えることを 2点挙げさせて頂きます.1つ自は?科学と

して科学教育に関する知克を体系化することの重要性を科学教育に携わる方々が認識することで

す.ここでいう科学とは狭義の自然科学的な意味ではなくう静勢田先生のご講演にもありました広

義の意味における科学のことです.科学として科学教育に関する知見を体系北することの重要性に

ついての認識が芽生えつつあること泣う本研究会の主題からも読み取ることができますがうこの認

識がこれから広がりを見せることが期待されます.

2つ目は?科学教育に関する知見を科学として体系化することをま旦う専門家であるう科学教育の

「研究者j を養成するための仕組みを構築することです.立たち若手参加者はかつて理学に関する

研究に従事していた者が誌とんどで?教育学について系統的に学んだ者辻ほとんどおりません.ま

たう若手参加者の中には非常勤講揮などの教育経験を持つ者もおりますがうまだ経験が浅いために

科学教育に関する知晃を体系化する龍力に乏しいのが現状です.科学教育の研究者を養成するため

の学部や研究科の設量ラ研究者集匡が議論する場である学会の設立を視野に入れながらうまずは科

学教育の帯究者養成のあるべき方向性の議論から姑めて頂くことをう若手として期待しております.
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